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平
成
と
い
う
元
号
は
４
月
30
日
で
幕
を
下

ろ
し
ま
す
。
５
月
１
日
よ
り
新
し
い
元
号
に

な
り
ま
す
。
竹
下
首
相
は
平
成
２
年
１
月
17

日 

平
成
の
元
号
の
選
定
に
安
岡
正
篤
先
生

の
関
与
、
平
成（
内う

ち
た
い
ら平
か
に
外そ

と
な成
る
）。

　

中
国
古
代
の
三
名
君
の
一
人
と
い
わ
れ
た

舜し
ゅ
ん帝
の
こ
と
。
舜
の
父
は
舜
の
異
母
弟
の
象

を
愛
し
、
常
に
舜
を
殺
そ
う
と
計
っ
て
い
た

が
、
舜
は
そ
れ
に
も
め
げ
ず
よ
く
両
親
に
孝

を
尽
く
し
、
一
家
を
円
満
に
治
め
た
。
舜
の

孝
心
は
深
く
、
徳
は
世
間
に
高
く
伝
え
ら
れ

た
こ
と
か
ら
堯ぎ

ょ
う
帝
の
知
遇
を
得
る
こ
と
に
な

り
、
抜
擢
さ
れ
て
摂
政
と
な
っ
た
。
堯
帝
の

没
後
、
舜
は
禅
譲
（
血
縁
で
な
い
有
徳
の
人

物
に
地
位
を
譲
る
こ
と
）
さ
れ
て
帝
位
に
つ

き
、
天
下
は
大
い
に
治
ま
っ
た
。
舜
は
国
を

い
な
が
ら
自
分
に
心
の
ゆ
と
り
が
な
け
れ
ば

返
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

３
．11
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
に
な
り

ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３
３
２
―
C
地

区（
宮
城
県
）は
当
時
L
C
I
F
よ
り
緊
急
援

助
金
、
大
災
害
援
助
交
付
金
、
日
本
、
世
界

中
か
ら
指
定
献
金
と
、
多
く
の
皆
様
か
ら
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
け
た

恩
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

L
C
I
F
は
今
期
50
周
年
を
迎
え
、

2
0
1
8
―
2
0
1
9
年
度
か
ら
３
年
間
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
１
０
０

（
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
）に
強
く
協
力
す
る
の

が
人
情
で
あ
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
。

現
在
は
忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
来
る
。
昨

年
は
西
日
本
豪
雨
、
台
風
21
号
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
も
そ
う
で
す
。
各
ラ
イ
オ
ン
の

協
力
に
よ
っ
て
１
０
０
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

あ
げ
て
宿
願
だ
っ
た
黄
河
水
系
の
治
水
に
取

り
組
み
、
禹う

を
そ
の
頭
と
し
て
担
当
さ
せ
た
。

禹
は
よ
く
舜
帝
の
期
待
に
応
え
、
こ
の
難
事

業
を
達
成
し
た
。
こ
の
業
績
に
よ
り
舜
帝
は

禹
こ
そ
が
後
継
者
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。

　

こ
の
禹
が
舜
帝
に
進
言
し
ま
し
た
。
政
治

の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
人
民
の
生
活
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
達

成
す
る
に
は
働
く
人
々
に
生
き
る
喜
び
を
与

え
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
世
の
中
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
徳
政
（
人
民
に
恩
徳

を
施
す
政
治
）に
よ
り
治
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

日
本
に
は
恩
送
り
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
恩
を
受
け
た
人
に
直
接
返
す
の
は
「
恩

返
し
」、
受
け
た
恩
を
直
接
相
手
に
返
す
の

で
は
な
く
周
り
の
似
た
誰
か
に
送
る
こ
と
が

恩
送
り
。
素
晴
ら
し
い
日
本
の
風
習
、
恩
送

り
の
巡
り
合
わ
せ
が
人
を
幸
せ
に
す
る
。
人

は
誰
し
も
が
心
に
大
き
な
問
題
、
深
く
刻
み

込
ま
れ
た
出
来
事
が
あ
る
。
苦
し
い
と
き
、

悩
ん
で
い
る
と
き
、
哀
し
い
と
き
、
他
人
の

さ
り
げ
な
い
言
葉
や
行
動
に
救
わ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
を
恩
と
呼
ぶ
、
恩
を
感
じ
て

ガバナー通信

ガバナー
L.原

は ら だ

田 善
よ し ゆ き

征
（岩沼LC）
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会
員
維
持
増
強

	

●	

会
員
増
強
の
推
進

	

●	

異
業
種
交
流
会 
年
2
回
の
開
催

	

●	

会
員
増
強
コ
ン
テ
ス
ト

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

	

●	

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

	

●	

糖
尿
病
啓
発
事
業

L
C
I
F
、
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
へ
の
献
金

	

●	

L
C
I
F
献
金
目
標 

$
1
5
0,
0
0
0

	

●	

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
献
金
目
標 

3
5
0
万
円

青
少
年
健
全
育
成

	

●	

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
対
策
へ
の
支
援

	

●	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
、
薬
物
乱
用
防
止
活
動
の
推
進

	

●	

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
配
布
、
防
災
教
育
事
業
へ
の
支
援

何
事
を
や
る
に
も
同
志
の
精
神
と
融
通
性
、
協
調
に
よ
っ
て
諍
い
を
起
こ

さ
な
い
の
が
良
い
。
ど
ん
な
言
い
分
が
あ
っ
て
も
責
め
合
い
、
い
が
み
合

っ
て
ば
か
り
い
た
ら
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
絶
対
に
叶
え
ら
れ
な
い
。

日　程 行　事

3 /12（火） 第4回名誉顧問会議
於：キャビネット事務局　12：00～

3 /16（土）
糖尿病対策支援講演会
於：東北福祉大学 仙台駅東口キャンパス
14：00～

3 /18（月） 第4回キャビネット会議
14：00～　於：ホテル原田inさくら

4 / 4 （木）
LCIFキャンペーン100
チャリティゴルフコンペ予選会
於：杜の公園ゴルフクラブ

4 /19（金） 富谷LC CN20周年記念式典
於：ファウンテンヒルズ仙台

4 /21（日） 第65回地区年次大会
於：岩沼市民会館　※詳細は裏表紙

4 /28（日） 佐沼LC認証50周年記念
於：ホテルサンシャイン佐沼

目　次 
ガバナー通信 ........................................................................................... 2
2018～2019ガバナースローガンと地区運営方針／3・4月度の予定 .... 3
第3回キャビネット会議・１R新年合同例会 ............................................. 4
第57回OSEALフォーラムに参加して（石巻LC） ................................... 5
リジョン&ゾーン・チェアパーソン中間報告 ............................................. 6
委員長中間報告 ...................................................................................... 9
小児糖尿病サマーキャンプ支援募金活動を実施
来日生のホストを経験して .................................................................... 13
LCIFキャンペーン100 チャリティーゴルフコンペ予選会
2019年-2020年度 国際平和ポスターコンクール概要
ミヤギTV『OH！バンデス』で332-C地区の活動をPR!!....................... 14
名取LC結成50周年・石巻めぐみ野LC結成5周年
眼鏡リサイクルセンターへ群馬県から視察に訪問................................ 15
アクティビティレポート ......................................................................... 16
マンスリー集計表 .................................................................................. 19
第65回 地区年次大会の案内
国際平和ポスターコンテスト 332複合地区選考会の報告 ........... 裏表紙（2019 年 2 月 6 日現在）

332-C地区関連  3・4月度の予定

ライオンズクラブ国際協会 332-C地区 2018〜2019

ガバナースローガンと地区運営方針

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

地
区
運
営
方
針

和
を
以
っ
て
、
心
ひ
と
つ
に  

We  

Serve

和
す
れ
ば
成
り
、
争
え
ば
崩
れ
る
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日
時
：
2
0
1
9
年
2
月
8
日（
金
）

会
場
：
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多
賀
城

　

1
月
30
日
に
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、

1
R
新
年
合
同
例
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。2
5
0
名
以
上
の
ラ
イ
オ
ン
が
集
結
し
、
式

典
と
祝
宴
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。「
陸
上
自
衛

隊 

東
北
方
面
音
楽
隊
」
の
生
演
奏
と
と
も
に
国
歌

と
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
歌
が
斉
唱
さ
れ
厳
粛
に
式
典
は

始
ま
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
扇
R
C（
仙
台
萩
L
C
）の
挨
拶
。
今
後

の
1
R
の
発
展
に
向
け
た
ゾ
ー
ン
再
編
成
の
構

想
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
原
田
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
「
残
る
半
期
も
地
区
全
体
で
心
一
つ
に

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
素
晴
ら
し
い
新
年
の

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、L
C
I
F
・

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
献
金
者
発
表
、
新
入

会
員
の
入
会
式
と
式
典
は
続
き
、
祝
宴
は
菊
地
伸

治
元
国
際
理
事
を
は
じ
め
と
し
た
名
誉
顧
問
の
皆

様
に
よ
る
鏡
開
き
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
。「
陸
上
自

衛
隊 

東
北
方
面
音
楽
隊
」
の
生
演
奏
を
愉
し
み
な

が
ら
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
竹
下
直
義
前
ガ
バ

ナ
ー
の「
右
肩
上
が
り
」の
三
本
締
め
で
閉
宴
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
ホ
ス
ト
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
仙
台
広
瀬

L
C
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
い
合
同

例
会
が
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
2
0
1
9
年
2
月
8
日（
金
）に
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ

ラ
ザ
多
賀
城
に
お
い
て
、
第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
原
田
ガ
バ
ナ
ー
を
始

め
と
し
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員
が
集
ま
り
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
今
後
の
運
営
方
針
を
共
有
し

ま
し
た
。
冒
頭
、
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
が
あ

り
、
各
種
報
告
の
後
、
審
議
へ
と
進
み
ま
し
た
。

〈
第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
審
議
事
項
〉

第
1
号
議
案	

2
0
1
8
年
7
月
1
日
～
2
0
1
8
年	
	

12
月
31
日
に
お
け
る
各
会
計
中
間
報
告

第
2
号
議
案	

上
記
会
計
報
告
に
関
す
る
監
査
報
告

第
3
号
議
案	

第
65
回
地
区
年
次
大
会
会
則（
案
）

第
4
号
議
案	

第
65
回
地
区
年
次
大
会
議
事
規
則（
案
）

第
5
号
議
案	

第
65
回
地
区
年
次
大
会
代
議
員
会

	

議
事
運
営
要
項（
案
）

第
6
号
議
案	

第
65
回
地
区
年
次
大
会
代
議
員
会

	
運
営
構
成
表（
案
）

第
7
号
議
案	
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
候
補
者
経
歴
書

第
8
号
議
案	
次
期
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者

	

経
歴
書

第
9
号
議
案	

次
期
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者

	

経
歴
書

そ
の
他
議
案　
R
C
・
Z
C
選
出
方
法
に
つ
い
て

　

議
案
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

R
C
、Z
C
、
各
委
員
長
よ
り
経
過
報
告
が
発

表
さ
れ
、
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。 

キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
構
成
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
! 

TOPICS

ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
協
会
3
3
2
―
C
地
区

第
３
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
開
催

ラ
イ
オ
ン
ズ
国
際
協
会
3
3
2
―
C
地
区

1
R
新
年
合
同
例
会

日
時
：
2
0
1
9
年
1
月
30
日（
水
）　
会
場
：
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
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２
０
１
８
年
11
月
15
日
～
18
日
、
中
国
・
海
南
島

で
開
催
さ
れ
た
第
57
回
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
中
国
へ
の
入
国
規
制
も
あ
り
、
３
３
２
―
Ｃ

地
区
か
ら
は
原
田
ガ
バ
ナ
ー
、
竹
下
3
3
2
複
合
ガ

バ
ナ
ー
協
議
会
議
長
、
石
巻
Ｌ
Ｃ
６
名
、
合
わ
せ
て

８
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
３
０
０

名
参
加
で
総
数
７,
０
０
０
名
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
30
度
を
超
え
る
中
、
海
南
国
際
コ
ン

べ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開
会
式
が
と
り
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
３
３
２
―
Ｃ
地
区

の
団
扇
を
作
り
、
開
会
式
の
原
田
ガ
バ
ナ
ー
・
竹
下

議
長
の
入
場
行
進
の
時
に
気
付
い
て
い
た
だ
く
為
に

懸
命
に
振
り
ま
し
た
。
御
二
人
が
気
付
い
て
近
づ
い

て
来
て
い
た
だ
い
た
時
は
嬉
し
さ
と
安
堵
の
気
持
ち

で
感
動
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
役
目
が
果
た
せ
た
瞬

間
で
し
た
。

　

会
場
内
は
、
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ザ
ー

ビ
ー
ム
が
と
び
か
う
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
有
意

義
な
時
間
を
す
ご
せ
ま
し
た
。
言
葉
の
壁
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ア
ジ
ア
の
ラ
イ
オ
ン
と
交
流
出
来
た
こ
と

は
何
物
に
も
代
え
難
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
Ｌ
Ｃ
の
様
々
な
大
会
に
積
極
的
に
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 

石
巻
Ｌ
Ｃ　
会
長　
Ｌ
大
江　
強   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

 

幹
事　
Ｌ
齋
藤
昌
彦

第
57
回
O
S
E
A
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

日
時
：
2
0
1
8
年
11
月
15
日（
木
）～
18
日（
日
） 

◆  

場
所
：
中
国  

海
南
島

  
石
巻
L
C 

オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

THE57th OSEAL FORUM REPORT

会
場
で
お
揃
い
の
団
扇
を
持
っ
て
参
加
し
た

石
巻
L
C
の
ラ
イ
オ
ン
6
名

開
会
式
で
入
場
す
る
原
田
ガ
バ
ナ
ー
と

竹
下
3
3
2
複
合
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
議
長



LION MIYAGI   2019年1・2月号 6

　

１
Ｒ
の
課
題
の
１
つ
に
、
竹
下
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
原
田
ガ
バ
ナ
ー
へ

の
申
し
送
り
で
あ
る
１
Ｒ
の
ゾ
ー
ン
再
編
成
で
す
。

　

11
月
以
降
の
ク
ラ
ブ
訪
問
や
、
12
月
に
行
わ
れ
た
「
２
Ｚ
会
長
・

幹
事
会
」、「
３
Ｚ
会
長
・
幹
事
会
」に
お
い
て
両
ゾ
ー
ン
と
も
、
ゾ
ー

ン
内
の
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ブ
で
会
員
減
と
高
齢
化
の
た
め
運
営
が
非

常
に
厳
し
い
現
状
で
あ
る
と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
部
合
併
の
案
も
出
た
中
、
ゾ
ー
ン
再
編
成
に
つ
い
て
、
２
Ｚ
・

３
Ｚ
両
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
調
整
を
取
り
な
が
ら
、
当
事

者
で
あ
る
ク
ラ
ブ
の
意
向
を
大
事
に
し
、
微
妙
で
あ
る
ゾ
ー
ン
再
編

成
を
今
期
中
に
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

原
田
ガ
バ
ナ
ー
い
わ
く
、

「
役
を
知
る
」 「
役
に
徹
す
る
」 「
役
を
超
え
な
い
」を

大
事
に
残
り
半
期
を
全
う
し
ま
す
。

反
省

　

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
リ
ジ
ョ
ン
内
各
ク
ラ
ブ
訪
問
が
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
後
半
は
頑
張
り
ま
す
。

 　

早
い
も
の
で
、
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
し
て
か
ら

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
下
半
期
も
気
を
引
き
締
め
て
、
第
２
R
の
会

員
維
持
増
強
と
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
R
内
、
各
ク
ラ
ブ
の
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
書
を
拝
見
し
ま
す
と
、
原

田
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針「
会
員
増
強
」「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

「
L
C
I
F
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
の
献
金
」「
青
少
年
健
全

育
成
」
に
関
し
ま
し
て
は
、
各
ク
ラ
ブ
共
に
独
自
の
方
針
で
対
応
し

て
お
り
ま
す
。
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
会
員
増
強
に
つ
い
て
は
思

う
よ
う
に
成
果
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

会
員
減
少
と
平
均
年
齢
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
各
ク
ラ
ブ
の
抱
え

る
問
題
点
、
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
数
の
減
少
で

ク
ラ
ブ
運
営
が
厳
し
く
、
単
一
ク
ラ
ブ
で
は
本
来
の
奉
仕
活
動
も
実

行
で
き
に
く
い
よ
う
な
状
況
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
ク
ラ
ブ
の
健

全
運
営
を
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
せ
て
い
く
か
が
大
切
で
す
。
今
後
は

大
き
な
方
向
性
と
し
て
、
奉
仕
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
し
て
、

ク
ラ
ブ
の
垣
根
を
超
え
、
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
、
情
報
交
換
を
通
し

て
連
帯
や
ゾ
ー
ン
で
の
活
動
も
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
活
動
が
地
域
社
会
で
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
存
在
感
を
強

め
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と
健
全
育
成
に
も
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

半
期
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、2
月
に
は
３
リ
ジ
ョ
ン
で
は
大
き
な
行

事
が
２
つ
程
あ
り
ま
す
。

　

2
月
6
日
に
3
R
1
Z
・
2
Z
合
同
で
新
春
合
同
例
会
。
合
同
例

会
の
前
に
、
会
長
会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
、
ゾ
ー
ン
再
編
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
懇
親
会
は
、1
Z
と
２
Z
が

一
同
に
会
し
て
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
れ
ば
い
い
な

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

2
月
22
日
に
は
3
R
内
の
青
年
会
議
所
等
の
会
員
と
の
交
流
会
が

G
M
T
委
員
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ

ザ
多
賀
城
で
15
時
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

　

他
団
体
の
方
が
多
数
参
加
す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
増
強
に

繋
げ
、
将
来
3
3
2
―
C
地
区
を
背
負
っ
て
行
く
人
材
を
発
掘
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

11
月
24
日　

石
巻
め
ぐ
み
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
5
周
年
式
典
出
席

12
月
4
日　

４
R
1
Z
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
員
会 

出
席（
４
R
2
Z
に
関

　
　
　
　
　

し
て
は
、
同
日
だ
っ
た
た
め
欠
席
）

12
月
9
日　
（
仮
）み
や
ぎ
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
研
究
会 （
大
崎
市
）

　
　
　
　
　

出
席

12
月
13
日　

石
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
出
席

1
月
24
日　

薬
物
乱
用
防
止
教
室（
大
街
道
小
学
校
）開
催
状
況
視
察

2
月
10
日　
（
仮
）
み
や
ぎ
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
研
究
会 

（
仙
台
市
）

　
　
　
　
　

出
席
予
定

　

そ
の
他
、
個
別
に
支
部
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
経

て
、
具
体
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

現
在
、
各
ク
ラ
ブ
と
も
会
員
増
強
が
進
ま
ず
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス

ク
ー
ル
の
開
催
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。2
月
以
降
、
ク
ラ
ブ
訪
問
を

し
な
が
ら
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
会
員
増
強
を
中
心
に
ガ
バ
ナ
ー
の
地

区
方
針
達
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

10
月
12
日
以
降
、
会
合
に
つ
い
て
概
要
報
告
い
た
し
ま
す
。

11
月
２
日　

T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
で
G
L
T
特
別
セ
ミ
ナ

　
　
　
　
　

ー
に
参
加
。

11
月
13
日　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
で
異
業
種
交
流
会
の
実
施
に
向

　
　
　
　
　

け
て
G
L
T
委
員
会
に
参
加
。

11
月
15
日　

古
川
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
例
会
訪
問
。
金
野
Z
C
と
ク

　
　
　
　
　

ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
と
懇
談
。

11
月
13
日　

名
取
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
式
典
に
参
加
、

　
　
　
　
　

列
席
皆
さ
ん
と
50
周
年
を
祝
し
ま
し
た
。

リジョン＆ゾーン・チェアパーソン 中間報告

1
R　
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

4
R　
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

2
R　
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

5
R　
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

3
R　
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

（仙台萩LC）

（石巻日和LC）

（山元LC）

（古川LC）

（大和エコーLC）

L.扇　功

L.加藤 俊治

L.髙橋 良一

L.三浦 康夫

L.笠原 公平
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11
月
22
日　

第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
に
参
加
。

11
月
24
日　

石
巻
め
ぐ
み
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
５
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　

に
参
加
。
列
席
皆
さ
ん
と
５
周
年
を
祝
し
ま
し
た
。

12
月
８
日　

第
５
R
第
１
Z
の
第
２
回
諮
問
委
員
会
に
参
加
、
第
２

　
　
　
　
　

回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
の
報
告
と
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
経

　
　
　
　
　

過
と
、G
M
T
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
２
０
１
９
年
３
月

　
　
　
　
　

の
異
業
種
交
流
会
に
向
け
懇
談
。

12
月
22
日　

古
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
に
参
加
。

１
月
17
日　

古
川
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
新
年
会
に
金
野
Z
C
と
第
５

　
　
　
　
　

R
第
１
Z
内
の
三
役
の
皆
さ
ん
と
参
加
、
今
後
の
活
動

　
　
　
　
　

に
向
け
懇
談
。

　

こ
の
間
の
活
動
を
踏
ま
え
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

に
そ
れ
ぞ
れ
努
力
さ
れ
て
お
り
、
３
月
の
異
業
種
交
流
会
へ
の
期
待

を
こ
め
た
感
を
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
交
流
会
が
多
少
な
り

と
各
ク
ラ
ブ
に
波
及
す
る
こ
と
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
後
の
11
月
23
日
に
行
わ
れ
た
ゾ
ー
ン

対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
Ｊ
Ｃ
と
の
共
同
開
催
で
し
た
。
と
か

く
、
年
齢
層
の
高
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
も
、
40
歳
前

の
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
は
、
楽
し
い
中
に
も
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。　　

　

こ
の
よ
う
な
企
画
は
、
今
後
と
も
是
非
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
、

計
画
し
た
ラ
イ
オ
ン
た
ち
に
感
謝
し
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
と
の

話
の
中
で
、
意
外
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
事
を
知
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
が
多

く
い
ま
し
た
。
結
構
、
我
々
の
活
動
に
も
興
味
が
あ
る
よ
う
で
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が
用
意
さ
れ
て
あ
れ
ば
、
よ
り
た
く

さ
ん
の
話
し
が
で
き
た
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

年
末
は
、
泉
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
家
族
会
に
招

か
れ
ま
し
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
族

が
い
る
と
き
の
ラ
イ
オ
ン
の
優
し
い
顔
が
心
地
よ
い
会
で
し
た
。

　

新
年
会
等
が
一
段
落
し
、
こ
れ
か
ら
は
原
田
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
仕

上
げ
の
段
階
に
入
る
訳
で
す
が
、
残
り
の
任
期
、
様
々
な
機
会
を
利

用
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
懇
親
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
以
降
の
活
動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
2
―
C
地
区
第
1
R
・
第
2
Z

の
第
2
回
会
長
幹
事
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
1
R
・
第
2
Z
は
、7
ク
ラ
ブ
2
支
部
の
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
で

す
の
で
会
長
幹
事
会
で
も
多
人
数
で
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
の
説

明
と
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
指
示
事
項
を
伝
え
た
後
、
各
ク
ラ
ブ
か
ら
意

見
や
問
題
点
を
聞
き
ま
し
た
。
何
分
人
数
が
多
く
、
す
べ
て
の
会
長

幹
事
の
意
見
を
聞
く
事
は
難
し
い
の
で
す
が
、
当
日
の
議
題
と
討
論

内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２
―
Ｃ
地
区
第
１
Ｒ 

第
２
Ｚ

＝《 

第
２
回 

会
長
幹
事
会　
議
事
録 

》＝

　

日
時 

／ 

２
０
１
８
年
12
月
４
日（
火
）18
：
30
～

　

会
場 

／ 

東
北
福
祉
大
学　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
８
階

　

担
当 

／ 

仙
台
シ
テ
ィ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

  （
司
会
：
東
北
福
祉
大
学
Ｌ
Ｃ 

副
幹
事　

草
間 

吉
夫
Ｌ
）

１
．
開
会
の
挨
拶　
　

東
北
福
祉
大
学
Ｌ
Ｃ 

会
長　

大
谷 

哲
夫
Ｌ

２
．
Ｒ
Ｃ
の
挨
拶　
　

第
１
Ｒ 

Ｒ
Ｃ　

扇  

功
Ｌ

３
．
Ｚ
Ｃ
の
挨
拶　
　

第
１
Ｒ 

第
２
Ｚ 

Ｚ
Ｃ　

石
月 

正
美
Ｌ

４
．
乾
杯　
　
　
　
　

第
１
Ｒ 

第
２
Ｚ 

副
Ｚ
Ｃ　

 

齊
藤  

敞
Ｌ

５
．
出
席
者
紹
介　
　

一
言
ず
つ
自
己
紹
介
を
行
っ
た

６
．
議
題
・
討
論

　

一
、
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
報
告

　

〇
第
58
回
広
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｐ
Ｒ
＆
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
の
報
告

　

〇
第
１
０
２
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
大
会

　
　
（
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
）参
加
案
内

　

〇
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
献
金
に
つ
い
て

　
　

本
年
は
一
人
１
０
０
＄
以
上
の
献
金
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
各
ク

　
　
ラ
ブ
会
員
に
周
知
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
協
力
し
て
ほ
し
い
。

　

○
会
員
増
強
、
若
返
り
に
つ
い
て

　
　

会
員
の
増
強
に
引
き
続
き
尽
力
す
る
こ
と
。
現
状
で
は
ク
ラ
ブ

　
　

平
均
年
齢
が
60
歳
を
越
す
と
こ
ろ
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

　
　

平
均
年
齢
52
～
53
歳
を
目
指
し
た
若
い
人
の
会
員
増
強
を
積

　
　

極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

二
、
第
１
Ｒ
新
年
合
同
例
会
に
つ
い
て

　

〇
別
紙
資
料
の
と
お
り　

担
当
ク
ラ
ブ　

仙
台
広
瀬
Ｌ
Ｃ
会
長　

　
　

後
藤 

道
博
Ｌ
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

〇
仙
台
結
ク
ラ
ブ
支
部
は
、
子
育
て
中
の
女
性
会
員
が
多
い
た
め
、

　
　

夜
の
例
会
へ
の
参
加
が
難
し
い
。
よ
っ
て
、
人
数
割
の
登
録
料

　
　

請
求
で
は
な
く「
２
名
以
上
」の
参
加
を
必
須
と
し
た
定
数
請

　
　

求
と
な
っ
た
。（
東
北
福
祉
大
学
Ｌ
Ｃ
と
同
様
の
形
）

　

三
、
そ
の
他　

　

〇
今
後
、
充
実
し
た
活
動
を
行
う
た
め
に
は
少
人
数
ク
ラ
ブ
が
他

　
　

ク
ラ
ブ
と
合
併
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
慎
重

　
　

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

７
．
質
疑
応
答

８
．
議
事
確
認	

　

東
北
福
祉
大
学
Ｌ
Ｃ　

大
野 

光
吉
Ｌ

９
．
次
回
担
当
ク
ラ
ブ
確
認　
　
　

次
回
担
当　

仙
台
青
葉
Ｌ
Ｃ

10
．
閉
会
の
言
葉	

　

仙
台
青
葉
Ｌ
Ｃ
会
長　

 

髙
野 

榮
二
Ｌ

　

早
い
も
の
で
、
７
月
の
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
今
年

度
も
折
り
返
し
を
迎
え
ま
し
た
。
半
期
を
振
り
返
る
と
、M
C
・
ラ

イ
オ
ン
み
や
ぎ
・
I
T
委
員
会
で
は
大
き
く
5
つ
の
活
動
を
進
め
ま

し
た
。
原
田
ガ
バ
ナ
ー
の
重
点
方
針
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
副
幹
事

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
下
期
も
地
区
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《 

M
C
・
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
・
I
T
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て 

》

①
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
の
発
行
→

　

７
・
8
月
号
、
９
・
10
月
号
、
11
・
12
月
号
と
発
刊
済
み
。

　

現
在
、
１
・２
月
号
の
編
集
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
→

　

今
年
度
よ
り
地
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

　

ま
し
た
！ 

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

③
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

④
特
別
企
画
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
座
談
会
の
開
催

⑤
T
V
や
C
M
を
通
じ
て
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
の
ア
ピ
ー
ル
→

　

2
0
1
8
年
末
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
活
動
を
中
心
と
し
た

　

T
V
C
M
を
放
映
し
ま
し
た
。

2018-2019 Lions Clubs International 332-C

1
R
1
Z　
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

（仙台五城LC）
L.渡邊 俊弥

1
R
2
Z　
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

1
R
3
Z  

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン 

兼

M
C・ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ・I
T
委
員
会 

委
員
長

L.石月 正美

L.遠藤　誠

（仙台萩LC）

（仙台青雲LC）
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第
２
R
第
２
Z
の
Z
C
に
就
任
し
て
か
ら
早
や
半
年
以
上
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。Z
C
の
役
割
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
の
で
す

が
、
仕
事
に
追
わ
れ
て
な
か
な
か
成
果
を
挙
げ
ら
れ
ず
反
省
し
て
い

ま
す
。
ゾ
ー
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
が
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
各
ク
ラ
ブ
と
も
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
を
し
な
が
ら
結
果
と
し
て
数
値
と
し
て
現
れ
な
い
と
い
う
事

が
続
い
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
、
原
点
回
帰
を
し
、
問
題
点
を
洗
い

出
し
て
一
つ
一
つ
行
動
を
実
践
し
な
が
ら
残
さ
れ
た
任
期
中
に
出
来

る
限
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
や
は
り
会
員
増
強
が
最
大
の
目
標
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
度
、
各
ク
ラ
ブ
の
入
会
員
可
能
な
リ
ス
ト
を
精
査
し
て
い
た

だ
き
、
電
話
な
り
訪
問
な
り
し
て
い
た
だ
き
、
あ
た
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
新
し
い
視
点
か
ら
リ
ス
ト
を
見
直
し
今
ま
で
検
討
し
な
か
っ

た
世
界
の
人
達
、
例
え
ば
定
年
退
職
を
し
た
人
と
か
を
駄
目
だ
ろ
う

と
最
初
か
ら
決
め
つ
け
る
こ
と
を
し
な
い
で
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
も

大
事
か
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
残
さ
れ
た
任
期
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
以
降
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

と
し
て
の
活
動
報
告
は
、
３
R
１
Z
の
７
ク
ラ
ブ
の
例
会
訪
問
、
残

り
の
５
ク
ラ
ブ
へ
の
早
期
訪
問
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
兼
任
と
い
う
事
も
あ
り
、
な
か
な
か
ス

ム
ー
ズ
な
ク
ラ
ブ
訪
問
が
叶
わ
ず
に
お
り
ま
す
。
原
田
ガ
バ
ナ
ー

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
和
を
以
て
、
心
ひ
と
つ
に
W
e  

S
e
r
v
e
」
の

下
、
今
期
の
ガ
バ
ナ
ー
重
点
目
標
の
一
つ
一
つ
を
会
員
皆
様
に
ご
理

解
頂
け
ま
す
よ
う
、
丁
寧
に
説
明
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
11
月
21
日
に
七
ヶ
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
例
会
訪
問
。
七
ヶ
浜
国

際
村
。

・
12
月
４
日　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
薬
物
乱
用
防
止
委
員
会
出

席
、
そ
の
後「
魚
た
つ
」に
て
忘
年
会
。

・
12
月
５
日　

第
３
R
第
１
Z
の
第
２
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
お

よ
び
ゾ
ー
ン
会
議
。
仙
台
高
砂
事
務
局
。

・
12
月
８
日　

仙
台
高
砂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
「
家
族
ク
リ
ス
マ
ス

会
」例
会
出
席
。
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
。

・
12
月
12
日　

仙
台
い
わ
き
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
利
府
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
合
同
例
会
訪
問
。
割
烹「
開
山
」。

・
12
月
17
日　

第
65
回
地
区
年
次
大
会
第
１
回
実
行
委
員
会
お
よ
び

第
20
回
執
行
部
会
議
。
ホ
テ
ル
原
田
。

・
12
月
18
日　

第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
。
仙
台
高

砂
事
務
局
。

以
上
が
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
に
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
伺
え
て
い
な
い
仙
台
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は

出
来
る
だ
け
早
急
に
調
整
し
、
例
会
訪
問
に
伺
い
ま
す
。
３
R
・
１

Z
皆
様
の
更
な
る
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
30
日
、
３
Ｒ
２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し

ま
し
た
。
３
ク
ラ
ブ
そ
れ
ぞ
れ
の
三
役
と
、
Ｇ
Ｍ
Ｔ
委
員
会
か
ら
大

友
委
員
長
と
阿
部
副
委
員
長
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

諮
問
書
に
基
づ
い
て
会
を
進
め
、
続
い
て
Ｇ
Ｍ
Ｔ
委
員
会
よ
り
経

済
交
流
会
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
す
で
に
日
程
も
決

ま
っ
て
お
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
月
22
日
、
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多
賀
城
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。

　

次
に
、3
Ｒ
1
Ｚ
・
2
Ｚ
の
合
同
例
会
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
次
期
ガ
バ
ナ
ー
の
木
川
田
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
3
Ｒ
全

体
で
応
援
す
る
の
に
リ
ジ
ョ
ン
内
の
親
睦
が
必
要
と
い
う
こ
と
で

決
定
し
ま
し
た
。
日
程
は
木
川
田
L
の
都
合
に
合
わ
せ
、
２
月
６

日
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
会
長
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
、
ゾ
ー
ン
編
成
に
つ
い
て
お
伺
い
を
立
て
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

１
Ｚ
は
７
ク
ラ
ブ
、2
Ｚ
は
３
ク
ラ
ブ
で
す
。
４
ク
ラ
ブ
以
上
な

い
と
ゾ
ー
ン
編
成
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
事
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
い
つ
、
誰
が
言
い
出
す
の
か

問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
で
考
え
る
時
期
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。3
Ｒ
で
な
く
な
っ
た
ク
ラ
ブ
が
復
活
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
の

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
試
み
た
も
の
の
ま
だ
結
果
は
出
て
い
ま
せ

ん
。
努
力
は
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
G
L
T
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
の
吉
原
稔
貴
講
師
の
お
話

と
資
料
を
参
考
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
22
日
の
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
の
後
、4
R
1
Z
で
は

12
月
４
日（
火
）、
第
２
回
目
の
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
内
容
と
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

　

①
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
の
内
容
の
報
告

　

②
諮
問
書
の
内
容
を
元
に
各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
活
動
報
告

　

③
次
期
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
選
出
に
つ
い
て

　

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
選
出
は
、
ゾ
ー
ン
内
の
各
ク
ラ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
次
期
選
出
ク
ラ
ブ
は
、
東
松
島

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
ゾ
ー
ン

内
の
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
追
悼
花
火
を
打
ち
上

げ
る
事
業
を
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
意
見
が
出
た
り
、
北
海
道
地

震
の
時
の
義
捐
金
の
集
め
方
に
つ
い
て
の
疑
問
点
な
ど
を
議
論
し
た

り
と
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
選
出
ク
ラ
ブ
で
あ
る
東
松
島
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
は
、
12
月
19
日
の
例
会
に
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
選
出
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
期
の
前
半
が
終
わ
り
ま

し
た
が
、
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
連
携
や
交
流
を
図
る
事
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
ご
指
導
を
仰
い
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
半
戦
も
ど

リジョン＆ゾーン・チェアパーソン 中間報告

2
R
2
Z　
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

3
R
1
Z  

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン 

兼

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事

3
R
2
Z　
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

L.樽見 正志L.伊藤 睦裕

L.齊藤きえ子

（蔵王LC）（仙台高砂LC）

（富谷LC）

4
R
1
Z　
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

L.井上　一
（石巻LC）
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う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議（
11
月
22
日
）以
降
の
経
過
報
告
は
以

下
の
通
り
で
す
。

　

11
月
18
日　

名
取
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
50
周
年
記
念
式
典
、

　
　
　
　
　
　

並
び
に
祝
宴
出
席

　

11
月
24
日　

石
巻
め
ぐ
み
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
5
周
年
記

　
　
　
　
　
　

念
式
典
、
並
び
に
祝
宴
出
席

　

12
月
4
日　

第
2
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会（
11
時
～
12
時
）

　
　
　
　
　
　

報
告
事
項（
1
）第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）そ
の
他　

　
　
　
　
　
　

協
議
事
項（
1
）第
2
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　

以
上
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
第
2
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会

に
お
い
て
は
、
前
回
同
様
各
ク
ラ
ブ
共
に
3
役
全
員
、
本
人
出
席
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

協
議
事
項
の
第
2
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
書
に
つ
い
て
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
伝
統
的
、
或
い
は
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
さ
れ
て
お
り
感
心
い
た
し
ま
し
た
。
又
、
会
員
維
持
増
強
に

お
い
て
は
各
ク
ラ
ブ
共
に
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
な
お
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
確
認
致
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、4
ク
ラ
ブ
会
長
全
員
の

考
え
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ゾ
ー
ン
内
ク
ラ
ブ
数
が
少
な
く
又
、
該
当

者
も
少
な
い
の
で
リ
ジ
ョ
ン
規
模
で
の
開
催
を
希
望
す
る
意
見
が
全

て
で
し
た
の
で
後
日
、
加
藤
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
報

告
、
相
談
致
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
吉
報
が
あ
り
ま
す
。
我
が
南
三
陸
志
津
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、1
月
31
日
新
年
例
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

席
で
2
名
の
新
入
会
員
の
入
会
式
を
執
り
行
わ
れ
る
事
と
な
り
ま
し

た
。2
0
1
9
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
輝
か
し
い
年
に
な
ら
れ

る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
し
て
経
過
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

第
二
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
後
12
月
13
日
諮
問
委
員
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
当
日
は
Ｒ
Ｃ
三
浦
康
夫
Ｌ
、
Ｇ
Ｍ
Ｔ
か
ら
中
川
満
Ｌ
、

菅
原
博
Ｌ
、
大
友
重
則
Ｌ
、
阿
部
善
信
Ｌ
、
熊
谷
倫
太
郎
Ｌ
各
位
に

御
出
席
い
た
だ
き
、
異
業
種
交
流
の
件
ご
説
明
い
た
だ
き
、
３
月
13

日（
水
）開
催
す
る
こ
と
で
、
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
諮
問
書
に

基
づ
き
、
各
ク
ラ
ブ
の
現
状
報
告
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
古
川
古
城
Ｌ
Ｃ
と
古
川
Ｌ
Ｓ
Ｃ
が
来
年
夏
祭
り
、
夏
の
合
同
を

合
同
ア
ク
ト
と
し
て
行
う
と
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、
実
現
す
れ
ば

今
後
の
ア
ク
ト
の
モ
デ
ル
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
Ｚ
Ｃ
と
し
て
全
面

的
に
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
11
月
15
日
に
古
川
Ｌ
Ｓ
Ｃ
に
ク

ラ
ブ
訪
問
を
致
し
ま
し
た
、
Ｚ
内
ク
ラ
ブ
訪
問
は
全
て
終
了
で
す
。

　

時
下
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
に
お
励

み
の
こ
と
と
推
察
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
関
係
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
忙
し
さ
の
中
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。

２
０
１
９
年
新
春
を
迎
え
て
、
何
か
と
慌
た
だ
し
く
感
じ
ら
れ
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。
４
月
よ
り
元
号
が
変
わ
る
と
共
に
い
ろ
い

ろ
な
変
革
の
年
に
な
る
の
で
は
と
、
少
し
先
行
き
の
不
安
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
す
。
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
以
降
の
活
動
報
告
と
第

３
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
２
月
８
日
迄
の
予
定
確
約
迄
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
12
月
６
日
高
清
水
L
C
例
会
訪
問
と
12
月
６
日
加
美

L
C
例
会
訪
問
を
合
同
例
会
と
し
て
ラ
・
ク
ラ
ー
ジ
ュ（
古
川
）に
て

両
ク
ラ
ブ
多
数
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
行
わ
れ
有
意
義
な
例
会
訪
問

で
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

12
月
８
日
第
５
R
第
２
Z
の
第
２
回
ゾ
ー
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
浦
島（
築
館
）に
於
い
て
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
三
浦
康
夫
L
と
G
M
T
委
員
会
よ
り
３
名
出
席
を
頂

き
、
多
数
参
加
の
中
に
和
や
か
な
、
し
か
も
実
り
の
あ
る
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
12
月
20
日
古
川
中
央
L
C
例
会
訪
問
を
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
平
成（
古
川
）全
会
員
出
席
も
と
に
大
歓
迎
を
受
け
、
い

ろ
い
ろ
と
価
値
あ
る
例
会
訪
問
で
し
た
。
２
０
１
９
年
１
月
22
日
志

波
姫
L
C
ク
ラ
ブ
例
会
こ
と
ぶ
き（
志
波
姫
）訪
問
予
定（
確
約
）、
１

月
25
日
G
M
T
委
員
会
開
催
案
内
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
仙
台
）（
出
席
確

約
）。
こ
れ
に
は
、
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
第
１
お
よ
び
第
２
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
お
よ
び
第
３
R
の
R
C
、
１
Z
C
、
２
Z
C
、
第
５
R
の

R
C
、
１
Z
C
、
２
Z
C
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、
会
計
、G
M
T

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
特
別
分
科
会
座
長
、G
M
T
委
員
会
正
・
副
委
員

長
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事（
L
橋
本
、L
洞
口
、L
尾
子
）参
加
の
重

要
会
議
、
概
略
内
容
は
経
済
交
流
会
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
議
題
と
会

員
維
持
拡
大
、
そ
の
他
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
会
で
あ
り
ま
す
。

会
議
に
参
加
し
、
意
義
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
前
進
に
継
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
早
い
も
の
で

半
期
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

第
65
回
地
区
年
次
大
会
は
２
０
１
９
年
４
月
21
日（
日
）
岩
沼
市
民

会
館
お
よ
び
岩
沼
市
総
合
体
育
館
に
お
き
ま
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
10
日
に
開
催
地
の
現
地
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
12
月
17
日
に
第
一
回
地
区
年
次
大
会
実
行
委
員
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
最
初
、
現
地
で
会
場
の
担
当
の
方
と
色
々
打
ち
合
わ

せ
、
更
に
そ
の
結
果
を
資
料
と
し
実
行
委
員
会
に
お
き
、
案
と
し
て

提
案
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
残
り
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チ
ェ
ア
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ソ
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R
1
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ソ
ン
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5
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第
65
回
地
区
年
次
大
会 

委
員
長

L.安久津  隆
（岩沼LC）

委員長 中間報告
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３
か
月
の
中
、
実
行
委
員
会
並
び
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
大
会
関
係
者
と

連
絡
を
取
り
な
が
ら
力
を
結
集
し
て
、
代
議
員
会
・
記
念
式
典
・
ガ

バ
ナ
ー
晩
餐
会
と
、
大
会
が
成
功
裡
に
終
了
す
る
よ
う
運
営
い
た
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ガ
バ
ナ
ー
が
最
初
に
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
く

つ
か
の
方
針
を
掲
げ
た
、
そ
の
中
で
「
会
員
維
持
増
強
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
ど
の
会
場
で
も
話
題
・
論
議
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
こ

の
行
事
が
ど
の
く
ら
い
役
に
立
つ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
人
で
も

多
く
の
会
員
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
、
心
に
残
る
記
念
祝
典
を
開
催

す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

『
Ｇ
Ｌ
Ｔ
委
員
会
こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
』

　

Ｇ
Ｌ
Ｔ
委
員
会
の
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
新
入
会
員
向
け

セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
会
員
指
導
力
育
成
」
を
目
的
に
、
昨
年
11
月
２
日

（
金
）
吉
原
３
３
３
―
Ｃ
地
区
元
ガ
バ
ナ
ー
を
特
別
講
師
に
お
招
き

し
、
Ｒ
Ｃ
・
Ｚ
Ｃ
・
副
Ｚ
Ｃ
・
各
ク
ラ
ブ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
委
員
会
担
当
委
員

を
対
象
に
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
も
含
め
約
60
名
に
て
「
特
別
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
吉
原
特
別
講
師
は
ラ
イ
オ
ン
対
象
の

「
国
際
協
会
認
定
講
師（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）」で
あ
り
日
本
に
３
名
し
か
い
な

い
講
師
で
す
。
内
容
と
し
て
は
、
現
在
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
抱

え
る
問
題
を
Ｒ
Ｃ
・
Ｚ
Ｃ
の
立
場
か
ら
ど
う
考
え
、
解
決
し
て
い
く

か
を
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
前
半
が
リ
ジ
ョ
ン
・
ゾ
ー
ン
組
織
の
強

化
・
会
員
増
強
と
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
後
半
は

ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
の
進
め
方
な
ど
で
し
た
。
そ
の
貴
重
な

講
演
を
受
け
た
後
に
後
日
Ｒ
Ｃ
・
Ｚ
Ｃ
主
導
で
地
域
毎
・
ク
ラ
ブ
毎

に
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
各
ク
ラ
ブ

の
新
人
・
若
手
会
員
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
更
な
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
委
員
会
と
し
て
も
そ
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
た
際
に
は
ク
ラ
ブ

の
新
入
会
員
・
若
手
会
員
の
ス
ポ
ン
サ
ー
も
一
緒
に
参
加
し
て
盛
り

上
げ
て
頂
け
ま
す
よ
う
に
、
ク
ラ
ブ
会
長
に
ご
協
力
を
何
卒
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
昨
年
11
月
23
日（
金
）第
４
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
ク
ラ
ブ
交
流
と
い
う
従
来
の
目
的
の
ほ
か
に
会
員

増
強
の
一
環
と
し
て
Ｇ
Ｍ
Ｔ
委
員
会
と
共
同
開
催
し
、
日
本
青
年
会

議
所（
Ｊ
Ｃ
）の
皆
様
を
お
招
き
し
行
い
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

は
会
場
貸
切
の
約
１
０
０
名
に
て
懇
親
会
は
約
90
名
の
参
加
に
な
り

盛
大
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
チ
ー
ム
分
け
は

各
地
域
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
Ｊ
Ｃ
の
皆
様
が
同
じ
チ
ー
ム
な
る

よ
う
に
組
み
合
わ
せ
、
レ
ー
ン
毎
の
チ
ー
ム
対
抗
戦
と
し
て
懇
親
会

も
含
め
交
流
で
き
ま
し
た
。
今
後
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
ご
縁
に
Ｊ
Ｃ

の
皆
様
と
共
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の
開
催
か
ら
相
互
理
解
を
深

め
る
活
動
の
始
ま
り
、
そ
し
て
Ｊ
Ｃ
の
皆
様
を
例
会
に
お
招
き
し
、

将
来
の
会
員
増
強
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
沢
山
の
景
品
ご
協
賛
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
回
の
委
員
会
と
Ｇ
Ｍ
Ｔ
委
員
会
と
の
合
同
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
後
は
リ
ジ
ョ
ン
・
ゾ
ー
ン
毎
の
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー

ス
ク
ー
ル
開
催
の
お
手
伝
い
を
メ
イ
ン
と
し
委
員
会
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
検
討
中
で
す
が
新
入
会
員
・
若
手

会
員
の
交
流
目
的
と
し
た
Ｇ
Ｌ
Ｔ
委
員
長
特
別
企
画
実
施
を
行
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ご
案
内
し
ま
し
た
際
は
各
ク

ラ
ブ
か
ら
大
勢
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『
G
M
T
委
員
会
活
動
報
告
』

①
平
成
30
年
11
月
13
日   
16
時
～ 
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

　

第
３
回
G
M
T
委
員
会

　
【
主
な
内
容
】　

第
３
R
・
５
R
経
済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
、
会
員
開
発

　
　
　
　
　
　
　

等
に
つ
い
て

②
平
成
30
年
11
月
20
日　

18
時
30
分
～　

第
７
回
G
M
T
小
委
員
会

　
【
主
な
内
容
】　

G
L
T
主
催
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
最
終
打
合
せ

③
平
成
30
年
11
月
22
日　

17
時
30
分
～　

ホ
テ
ル
原
田

　

第
５
R
、G
M
T
委
員
会

　
【
主
な
内
容
】　

第
5
R
・
R
C
P
・
第
1
Z
C
P
・
第
2
Z
C
P

　
　
　
　
　
　
　

と
G
M
T
委
員
会
と
の
第
５
R
の
各
ゾ
ー
ン
会
議

　
　
　
　
　
　
　

参
加
す
る
為
の
打
合
せ

④
平
成
30
年
11
月
30
日　

16
時
～ 　

遠
藤
旅
館

　

第
1
回
ゾ
ー
ン
訪
問　

第
3
R
2
Z 

ゾ
ー
ン
会
議   

　
【
主
な
内
容
】　

平
成
31
年
２
月
22
日（
金
）に
3
R
で
開
催
す
る
経

　
　
　
　
　
　
　

済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
各
ク
ラ
ブ
会
長
へ
の
趣
旨
説

　
　
　
　
　
　
　

明
と
参
加
の
お
願
い
を
致
し
ま
し
た
。

⑤
平
成
30
年
12
月
3
日　

18
時
30
分
～　

第
８
回
G
M
T
小
委
員
会

　
【
主
な
内
容
】　

第
二
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
書
G
M
T
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

⑥
平
成
30
年
12
月
5
日　

18
時
30
分
～　

高
砂
L
C
事
務
局

　

第
２
回
ゾ
ー
ン
訪
問　

第
3
R
1
Z 

ゾ
ー
ン
会
議

　
【
主
な
内
容
】　

平
成
31
年
2
月
22
日（
金
）に
3
R
で
開
催
す
る
経

　
　
　
　
　
　
　

済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
各
ク
ラ
ブ
会
長
へ
の
趣
旨
説

　
　
　
　
　
　
　

明
と
参
加
の
お
願
い
を
致
し
ま
し
た
。

⑦
平
成
30
年
12
月
8
日　

11
時
～　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
浦
島 

　

第
3
回
ゾ
ー
ン
訪
問　

第
5
R
2
Z 

ゾ
ー
ン
会
議    

　
【
主
な
内
容
】　

平
成
31
年
3
月
13
日（
水
）に
５
R
で
開
催
す
る
経

　
　
　
　
　
　
　

済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
各
ク
ラ
ブ
会
長
へ
の
趣
旨
説

　
　
　
　
　
　
　

明
と
参
加
の
お
願
い
を
致
し
ま
し
た
。

⑧
平
成
30
年
12
月
13
日　

16
時
～　

グ
ラ
ン
ド
平
成

　

第
4
回
ゾ
ー
ン
訪
問　

第
5
R
1
Z 

ゾ
ー
ン
会
議   

　
【
主
な
内
容
】　

平
成
31
年
３
月
13
日（
水
）に
５
R
で
開
催
す
る
経

　
　
　
　
　
　
　

済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
各
ク
ラ
ブ
会
長
へ
の
趣
旨
説

　
　
　
　
　
　
　

明
と
参
加
の
お
願
い
を
致
し
ま
し
た
。

⑨
平
成
30
年
12
月
14
日　

18
時
30
分
～　

第
９
回
G
M
T
小
委
員
会

　
【
主
な
内
容
】　

第
3
R
１
Z
・
２
Z
、
第
5
R
１
Z
・
２
Z
ゾ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ン
会
議
訪
問
報
告
等
に
つ
い
て

⑩
平
成
31
年
1
月
10
日　

17
時
30
分
～　

パ
レ
ス
へ
い
あ
ん  

　

宮
城
県
倫
理
法
人
会　

賀
詞
交
換
会
に
参
加　
　

　
【
主
な
内
容
】　

第
３
R
・
第
５
R
で
開
催
す
る
経
済
交
流
セ
ミ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

ー
へ
の
趣
旨
説
明
と
参
加
の
お
願
い
を
し
て
参
り

　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

⑪
平
成
31
年
1
月
16
日　

17
時
～　

第
10
回
G
M
T
小
委
員
会　
　

　
【
主
な
内
容
】　

第
3
R
、
第
5
R
経
済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
、
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

訪
問
、
次
回
G
M
T
委
員
会
等
に
つ
い
て

⑫
平
成
30
年
1
月
25
日　

16
時
～　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

　

第
4
回
G
M
T
委
員
会　
　
　

　
【
主
な
内
容
】　

第
3
R
、
第
5
R
経
済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
、
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

訪
問
等
に
つ
い
て

『
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
』

G
M
T
委
員
会
の
５
つ
の
テ
ー
マ

1
．
会
員
維
持
…
筆
頭
副
委
員
長　

阿
部
副
委
員
長

会
員
維
持
に
関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
て
第
２
回
ガ
バ

委員長 中間報告

G
L
T
委
員
会 

委
員
長

G
M
T
委
員
会 

委
員
長

L.宮田 和彦

L.大友 重則

（仙台LC）

（仙台ニューポートLC）
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ナ
ー
諮
問
書
に
同
封
し
て
返
信
を
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
会
員
維

持
の
問
題
の
洗
い
出
し
や
ク
ラ
ブ
訪
問
の
要
望
が
有
っ
た
ク
ラ
ブ

へ
訪
問
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
．
会
員
拡
大
…
久
光
伸
夫
副
委
員
長　

庄
子
副
委
員
長　

第
３
R
で
２
月
、
第
５
R
で
３
月
に
開
催
決
定
し
た
異
業
種
経
済

交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
、J
C
I
の
み

な
ら
ず
倫
理
法
人
会
や
他
の
経
済
団
体
の
参
加
の
呼
び
掛
け
を
進

め
開
催
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

3
．
特
別
委
員
会
…
服
部
座
長　

伊
藤
副
委
員
長

第
2
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
書
に
G
M
T
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同
封
し
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
却
頂
き
集
計
を
し
つ
つ
ク
ラ
ブ
訪
問
の
要

望
が
有
っ
た
ク
ラ
ブ
へ
訪
問
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

4
．
そ
の
他
…
筆
頭
副
委
員
長　

阿
部
副
委
員
長

第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
に
向
け
G
M
T
委
員
会
と
し
て
の
こ

れ
か
ら
の
関
わ
り
方
や
各
ク
ラ
ブ
の
方
針
な
ど
を
踏
ま
え
慎
重
に

検
討
中
で
す
。

１
．
女
性
会
員
・
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
交
流
会
の
実
施

今
年
は
、
よ
り
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
を
お
誘
い
し
や
す
い
「
心
身
の
健

康
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ロ
マ
講
座
と
簡
単
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
を

実
施
し
、
多
く
の
方
へ
の
お
声
が
け
を
図
る
た
め
の
交
流
会
と
い

た
し
ま
す
。
女
性
会
員
は
も
と
よ
り
、
男
性
会
員
も
奮
っ
て
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
多
く
の
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
へ
の
お
声

が
け
・
お
誘
い
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
男
性
ラ
イ
オ
ン
の
参
加
も
、
大
歓
迎
で
す
。

ぜ
ひ
、
女
性
ラ
イ
オ
ン
、
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
の
ご
同
伴
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

※
各
ク
ラ
ブ
宛
に
、
ご
案
内
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

【
ア
ロ
マ
講
座
＆
簡
単
リ
フ
レ

  

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
の
す
す
め
】

　

日
時
：
2
月
21
日（
木
） 

14
時
30
分
～
16
時
30
分 （
受
付
14
時
～
）

　

会
場
：
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん　

　

会
費
：
2,
0
0
0
円　
（
ケ
ー
キ
、
ド
リ
ン
ク
、
お
土
産
付
）

　

定
員
：
50
名

　

講
師
：
荒
井
美
佐
子
Ｌ（
仙
台
エ
コ
ー
L
C
）

　

申
込
締
切
：
1
月
31
日（
木
）

　
（
申
込
書
に
記
入
の
上
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
へ
お
申
し
込
み

　

  

願
い
ま
す
）

２
．
食
糧
支
援
活
動（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
）の
実
施（
こ
ど
も
食
堂
支

援
、
食
糧
支
援
）

年
次
大
会
時
に
、
長
期
賞
味
期
限
食
品
を
集
め
、
こ
ど
も
食
堂
ま

た
は
、
貧
困
家
庭
へ
食
料
を
配
布
す
る
活
動
を
し
て
い
る
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
配
布
し
ま
す
。
現
在
、
関
係
各
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
は
じ
め
、
配
布
先
の
選
定
や
、
収
集
お
よ
び
配
布
方
法
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

３
．
家
族
会
員
増
強

5
年
後
・
10
年
後
の
ク
ラ
ブ
を
考
え
た
上
で
、
奥
様
は
も
と
よ

り
、
ご
子
息
・
ご
令
嬢
を
家
族
会
員
へ
お
誘
い
い
た
だ
き
、「
家

族
ぐ
る
み
で
奉
仕
す
る
」こ
と
を
推
進
し
ま
す
。

〇
ク
ラ
ブ
訪
問

〇
2
月
の
女
性
会
員
・
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
交
流
会
へ
の
、
ご
参
加
お

よ
び
、
お
声
が
け
の
ほ
ど
、
な
に
と
ぞ
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
1
0
0
と
呼
ば
れ
る
８
つ
の
分
野
（
災
害
援
助
・
人

道
奉
仕
・
青
少
年
育
成
・
食
糧
支
援
・
環
境
保
全
・
視
力
保
護
・
糖

尿
病
・
小
児
が
ん
）に
対
す
る
奉
仕
活
動
を
発
展
さ
せ
、
こ
の
う
ち
、

糖
尿
病
・
視
力
保
護
・
小
児
が
ん
・
食
糧
支
援
・
環
境
保
全
の
５
つ

を
グ
ロ
ー
バ
ル
重
点
分
野
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
地
区
も
、
こ
れ
に
応
じ
た
新
た
な
糖
尿
病
対
策
支
援
を
始
め
る

こ
と
と
し
、
当
委
員
会
の
名
称
も
3
バ
ン
ク
・
献
血
増
強
委
員
会
か

ら
臓
器
移
植
・
糖
尿
病
対
策
支
援
委
員
会
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、2
0
1
8
年
11
月
11
日
（
日
）
の
第
66
回
ド

ク
タ
ー
サ
ー
チ
み
や
ぎ
・
健
康
セ
ミ
ナ
ー（
主
催
：
宮
城
県
糖
尿
病

協
会
）に
合
わ
せ
、F
W
T
委
員
会
と
協
働
で
、
会
場
の
仙
台
国
際
セ

ン
タ
ー
会
議
棟
前
に
て
、
宮
城
県
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
支

援
の
た
め
の
募
金
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
宮
城
県
小
児
糖
尿

病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
事
務
局
：
東
北
大
学
病
院
小
児
科
）
は
、1
型

糖
尿
病
に
罹
患
し
た
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
毎
年
８
月
に
県
北
の

国
立
花
山
青
少
年
自
然
の
家
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
や
血
糖
自

己
測
定
な
ど
自
己
管
理
に
必
要
な
糖
尿
病
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
必
要
経

費
が
年
々
増
え
続
け
継
続
の
困
難
性
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
支
援
を

目
的
に
今
回
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
当
委
員
会
は
、
日
本
糖
尿
病
協
会
お
よ
び
宮
城

県
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
と
連
携
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
の

皆
様
向
け
に
、
糖
尿
病
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

開
催
日　

平
成
31
年
3
月
16
日（
土
曜
日
）

時　

間　

14
時
～
16
時

会　

場　

東
北
福
祉
大
学　

仙
台
駅
東
口
キ
ャ
ン
パ
ス　

3
0
0
人

　
　
　
　

講
義
室

講
演
者　

東
北
医
科
薬
科
大
学　

糖
尿
病
代
謝
科
教
授　

赤
井
裕
輝

　
　
　
　

先
生

　
　
　
　

東
北
福
祉
大
学 

健
康
科
学
部　

保
健
看
護
学
科
教
授　

　
　
　
　

中
村 

令
子
先
生

　

現
在
、
そ
の
実
施
に
向
け
て
、
会
場
の
確
保
と
ご
講
演
予
定
の
先

生
方
と
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
近
日
中
に
、
二
回
目

の
ご
案
内
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、
当
日
は

多
数
の
皆
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
た
く
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
当
委
員
会
へ
の
ご
支
援
及
び
ご
理
解
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
日
生
の
受
入
れ
先
で
あ
り
ま
す
地
区
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
会
の
設
立
を
審
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
構
成
員
の
名
簿
と
そ
の
方
々
へ
の
サ
ポ
ー
ト
会
の

設
立
の
趣
旨
と
参
加
を
促
す
文
書
と
規
約
を
送
付
す
る
段
階
の
と
こ

ろ
で
す
。
是
非
と
も
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
と
ご
参

2018-2019 Lions Clubs International 332-C

F
W
T
委
員
会 

委
員
長

L.佐藤なな子
（仙台わかば支部）

G
S
T 

臓
器
移
植
・
糖
尿
病
対
策
支
援

委
員
会 

委
員
長

L.山口 克宏
（東北福祉大学LC）

G
S
T 

国
際
関
係
・
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・

レ
オ
委
員
会 

委
員
長L.渡邊 好広

（仙台高砂LC）
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加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
月
12
月
７
日
か
ら
12
月
27
日
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
来
日

生
、
17
歳
の
女
子
高
校
生 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｏ
Ｎ 

Ｙ
Ｕ 

Ｊ
Ｕ
Ｎ（
ユ
ミ
さ
ん
）

が
当
地
区
に
派
遣
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
受
入
れ
先
で
あ
り
ま
す

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
18
日
か
ら
１
月
８
日
ま
で
宮
城
学
院
女
子
大
学
レ
オ

ク
ラ
ブ
の
森
美
咲
さ
ん
が
ス
ロ
ベ
ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
帰
国

後
に
ご
本
人
よ
り「
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
」と
の
感
激

し
た
様
子
で
お
礼
の
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
夏
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
Ｙ
Ｃ
Ｅ
の
当
地
区
か
ら
の
派
遣
生

の
募
集
中
な
の
で
す
が
、
応
募
が
低
調
で
す
の
で
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様

の
お
子
様
や
お
孫
さ
ん
や
心
当
た
り
の
方
に
お
声
掛
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
年
の
夏
に
は
Ｙ
Ｃ
Ｅ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
柴
田
町
の
ホ
テ
ル
原

田
i
n
さ
く
ら
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
審
議

を
重
ね
て
ま
い
り
具
体
的
に
し
て
い
く
段
階
で
す
。
何
か
良
い
提
案

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
意
見
や
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

レ
オ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
地
区
の
レ
オ
ク
ラ
ブ

と
３
３
２
―
Ｂ
地
区
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
目
的
と
し
ま
し
た

３
３
２
―
Ｂ
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
「
レ
オ
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会
」
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
３
３
２
―

Ｂ
地
区
の
Ｙ
Ｃ
Ｅ
委
員
会
と
調
整
に
入
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
地
区
の
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
レ
オ
ク
ラ
ブ

と
の
交
流
を
深
め
る
一
つ
と
し
ま
し
て
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
へ
の
ア
ク
ト

依
頼
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

L
C
I
F
は
重
点
分
野
を
拡
大
し
、2
0
2
1
年
ま
で
に
奉
仕
受
益

者
を
年
間
２
億
人
以
上
に
す
る
た
め
、
３
億
ド
ル
の
獲
得
を
目
指
す

大
型
資
金
獲
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン『
１
０
０（
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
）奉
仕

に
力
を
』を
３
年
間
に
わ
た
り
展
開
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
当
然
な
が
ら
ク
ラ
ブ
会
員
か
ら
の
寄
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
１
人
１
０
０
＄
の
目
標
を
目
指
し
て
！

　

当
３
３
２
―
C
地
区
に
お
い
て
も
「
L
C
I
F
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１
０
０
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
当
た
り
当
地
区
に
て
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
４
月
４
日
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
を
開
催
し
、
全
会

員
が
参
加
で
き
る
よ
う
計
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
、
個

人
、
法
人
と
大
会
の
広
告
の
協
賛
に
よ
り
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
区
ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
付
金
は
ク
ラ
ブ
で

５
，０
０
０
＄
以
上
に
達
し
て
い
れ
ば
寄
付
金
の
15
％
を
ク
ラ
ブ
公

布
可
能
に
な
り
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
資
金
と
活
用
で
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
11
月
15
日
か
ら
の
第
57
回
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
海
南
島
）は
、
現
地
受
け
入
れ
態
勢
の
大
幅
な
変
更
が
あ
り
、
地
区

推
奨
ツ
ア
ー
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
地
に
つ
い
て
は
適
地
を

選
択
し
て
も
ら
い
た
い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
に
岩
沼
市
で
開
催
さ
れ
る
第
65
回
地
区
年
次
大
会
に
向

け
て
、
１
名
で
も
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
が
参
加
、
登
録
で
き
る
よ
う
に

呼
び
か
け
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ブ

に
お
か
れ
ま
し
て
は
移
動
の
た
め
、
お
車
等
の
用
意
も
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
多
数
の
会
員
の
参
加
を
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
７
月
５
日
か
ら
の
第
１
０
２
回
国
際
大
会（
ミ
ラ
ノ
）

に
は
地
区
推
奨
ツ
ア
ー
の
申
込
者
は
23
名
と
な
り
、
２
月
末
ま
で
の

締
切
に
若
干
の
上
乗
せ
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
の
A
L
E
R
T
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
般
、
３
３
５
複
合
地
区
主
催
の
「
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
全
国
ア
ラ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
神
戸
」
の
開
催
案
内

が
あ
り
ま
し
た
。
３
３
２
―
Ｃ
地
区
に
は
、
３
３
５
複
合
地
区
か
ら

東
日
本
大
震
災
の
折
に
は
多
大
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

関
係
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
お
礼
と
被
災
者
支
援
に
関
す
る
情

報
の
交
換
と
現
在
の
全
国
の
緊
急
支
援
状
況
に
つ
い
て
の
勉
強
の
た

め
に
、
人
員
を
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
の
承
認
を
受
け
て
G
S
T

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
て
き
て
お
り
ま

す「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
寄
贈
事
業
」で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
期
は

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
実
施
す
る
予
定
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
実
施
に
向
け
て
で
す
が
、
寄
贈
の
対
象
者
が
未
就
学
児

童
と
な
り
ま
す
の
で
そ
の
対
象
と
な
る
地
域
や
施
設
な
ど
の
選
定
に

つ
き
ま
し
て
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
や
副
幹
事
を
通
じ
て
地
元
の
第

２
リ
ジ
ョ
ン
第
１
ゾ
ー
ン
の
各
ク
ラ
ブ
へ
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
詳
細
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
、
関
係
す
る
各
部
署
に
ご
案

内
を
し
て
事
業
の
実
施
を
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
佐
藤
護
副
委
員
長
（
仙
台
高
砂
L
C
）
と
仙
台
市
教

育
委
員
会
へ
訪
問
し
、
来
期
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
向
け
調
整
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
か
ら
特
定
非
営
利
活
動
法
人
S
y
n
a
p
s
e

40
の
千

葉
繁
美
代
表
理
事
と
大
西
孝
志
副
委
員
長（
東
北
福
祉
大
L
C
）と
で

調
整
し
、
２
月
10
日
に
、
東
北
福
祉
大
学
仙
台
駅
東
口
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
第
４
期（
仮
称
）み
や
ぎ
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
研
究
会
発

足
に
向
け
た
第
２
回
定
例
会
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

１
月
初
旬
に
各
ク
ラ
ブ
へ
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
が
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
エ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
っ
て
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
知
っ
て

頂
く
い
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
会
員
や
お
知
り
合
い

の
教
育
関
係
者
、P
T
A
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
記
２
点
に
つ
い
て
、2
月
6
日
に
第
４
回
の
委
員
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
本
年
も
ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

2018-2019 Lions Clubs International 332-C 委員長 中間報告

L
C
I
F
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金

管
理
委
員
会 

委
員
長

大
会
参
加
委
員
会 

委
員
長

L.木村 清重

L.佐々木 金治

（仙台シティLC）

（仙台エコーLC）

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止

委
員
会 

委
員
長

L.新木 経嗣
（石巻めぐみ野LC）

A
L
E
R
T
委
員
会 
委
員
長

L.岩渕 正知
（仙台青葉LC）
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平
成
30
年
11
月
11
日
の
ド
ク
タ
ー
サ
ー
チ

み
や
ぎ
健
康
セ
ミ
ナ
ー
・
宮
城
県
糖
尿
病
協

会 

市
民
公
開
講
座
に
合
わ
せ
て
、
講
演
会

場
の
前
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
小
児
糖
尿
病

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
支
援
募
金
活
動
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
を
仙
台
放
送

の
津
田
洋
様
（
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
局
デ

ジ
タ
ル
事
業
部 

兼 
広
報
戦
略
局
広
報
戦
略

部
）よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
の
新
た
な

テ
ー
マ
で
あ
る
糖
尿
病
対
策
支
援
に
向
け
た

さ
さ
や
か
な
一
歩
で
す
が
、
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

臓
器
移
植
・
糖
尿
病
対
策
支
援
委
員
会 

委
員
長　
L
山
口
克
宏

茶
道
体
験
・
絵
画
交
流
、
座
禅
・
短
剣
道
の
授

業
参
加
、
寺
院
を
中
心
と
し
た
見
学
等
で
す
。

　

特
に
受
入
れ
当
日
に
、
来
日
生
か
ら
「
好
き

な
音
楽
は
日
本
人
歌
手
の
米
津
玄
師
で
歌
は

L
e
m
o
n
」
と
聞
き
、
急
き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
内
容
を
調
整
の
う
え
、
楽
譜
を
緊
急
作
成
し

て
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

で
も
来
日
生
は
感
激
し
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ン

コ
ー
ル
で
は
そ
の
L
e
m
o
n
を
来
日
生
が

唄
っ
て
演
奏
に
参
加
し
た
の
で
、
さ
ら
に
そ
の

感
激
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

来
日
生
に
は
日
本
文
化
、
季
節
、
生
活
習
慣

等
、
多
く
を
学
ん
で
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
レ
オ
メ
ン
バ
ー
も
異
文
化
交
流
を
通
じ
て

大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
と
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

も
、
今
ま
で
に
な
い
新
鮮
な
学
び
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

東
北
福
祉
大
学
L
C　
L
大
野
光
吉

来
日
生
ホ
ス
ト
感
想
に
つ
い
て

　

来
日
生
「
C
H
E
O
N  

Y
U  

J
U
N
」（
マ

レ
ー
シ
ア
女
性 

17
歳
）を
第
二
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
引
継
ぎ
、
移
動
し
て
い
く
後
姿
を
見

て
、
肩
の
荷
が
下
り「
ほ
っ
」と
し
た
の
と
同
時

に
何
と
も
言
え
な
い
寂
し
さ
が
こ
み
上
げ
ま
し

た
。
一
緒
に
見
送
っ
た
レ
オ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

も
、
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
7
日
か
ら
14
日
ま
で
の
た
っ
た
1
週
間

の
ホ
ス
ト
期
間
で
し
た
が
、
来
日
生
か
ら
事
前

に
確
認
し
た
希
望
を
基
に
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ「
異
文
化
交
流
」と
し

て
捉
え
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
担
当
メ
ン
バ
ー
を

計
画
し
取
り
組
み
ま
し
た
。
主
な
ア
ク
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
学
内
献
血
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
参
加
と
木
管
三
重
奏
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
、
学
生
サ
ー
ク
ル
の

GST/FWT

YCE

活動報告

小児糖尿病サマーキャンプ支援募金活動を実施

来日生のホストを経験して マレーシアからの来日生を受け入れていただいた
ホストファミリーからの感想を紹介いたします。

講演会場前の小児糖尿病サマーキャンプ支援募金活動
（写真提供：仙台放送 津田洋氏）

マレーシアからの来日生（前列中央）とレオクラブのメンバー

ホストファミリー募集！！
　当地区では毎年、ホストファミリー選定で
苦慮してきましたが、この度、YCEサポート会
を設立することになりました。YCEサポート
会の趣旨はホストファミリーの円満な選定、
円滑な受け入れ体制の準備をすることです。
ホストファミリーの経験者を対象に募集して
いますので、ぜひご協力をお願い致します。
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12
月
13
日
、
ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
「
Ｏ
Ｈ
！
バ
ン
デ
ス
」
の
告
知
コ
ー

ナ
ー
に
て
、
当
地
区
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
新
し
く

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
用
と
し
て
作
成
さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
動
画
の
放
送
と
、
青
少

年
健
全
育
成
や
、
糖
尿
病
対
策
支
援
事
業
な
ど
日
頃
の
活
動
を
紹

介
。
２
分
数
10
秒
、
限
ら
れ
た

時
間
を
頂
い
て
の
紹
介
で
し
た

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
へ
の

誘
導
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
寒
空
の
下
、
原

稿
を
間
違
い
な
く
読
む
事
だ
け

に
と
ら
わ
れ
、
笑
顔
ま
で
に
は

気
の
回
ら
な
い
出
演
者
３
人
で

し
た
が
、
ま
た
の
ご
用
命
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

F
W
T
委
員
会 

副
委
員
長

L
大
泉 

徳
子（
名
取
L
C
） 

　今期より「LCIFキャンペーン100」がスタートいたしました。キャンペーンの一環として「LCIFキャンペーン100チャリ
ティーゴルフコンペ」が開催されます。このコンペは、全準地区で予選会が開催され、予選を勝ち抜いたメン
バーで全国チャンピオン・トーナメントが行われるという、とても画期的な企画です。全国のライオンズメンバ
ーとの親睦と健康を育み、楽しみながらキャンペーンに参加していただくとても有意義な企画です。332-C地区でも下記
の通り、開催されますので奮ってご参加ください！

＊日本の全35準地区で2019年5月頃までに
　地区予選会が開催されます
＊6月にチャンピオンカップが330複合地区
　が幹事として開催されます
＊チャンピオン大会参加資格
　332-C地区ゴルフコンペにて次の各1名、　
　合計で地区より5名
 イ） 60歳以上79歳 1名
 ロ） 80歳以上 1名
 ハ） レディスメンバー 1名
 ニ） 総合優勝者 1名
　　　ホ） ベスグロ者 1名
＊全国大会出場者にはキャビネット
　より定額交通費有り

2019年 １月15日： キット販売開始日
2019年10月 １日： キットを購入する締め切り日
2019年11月15日：クラブが受賞ポスターを１点 
 地区ガバナーに送る期限 
 （消印有効）
2019年12月 １日： 地区ガバナーが地区の入賞ポ
 スターを1点、複合地区協議
 会議長に送る期限
 （消印有効）
2019年12月15日：複合地区協議会議長が、入賞 
 ポスターを1点、国際本部の 
 PR課に提出する期限
 （消印有効）
2020年 ２月 １日：国際レベルのコンテスト入賞 
 者は、この日までに通知を受 
 けます。

『LCIF100（ワンハンドレッド）キャンペーン』とは？
　昨年のラスベガス国際大会において、創設50周年を迎えたライオンズクラブ国際財団（LCIF）の
世界的規模のキャンペーン「キャンペーン100：奉仕に力を。」が発表されました。世界において3
億ドルの資金を獲得、日本においては「LCIF100（ワンハンドレッド）キャンペーン」として会員の
一人一人が毎年100ドルを3年間継続してLCIFに寄付することを目標に掲げています。キャンペ
ーン100を通して、視力・青少年・災害援助・人道奉仕の分野に焦点をあてて奉仕のインパクト
を高め、糖尿病と闘い、環境、食糧支援、子供のがんなどのグローバル重点分野を拡大します。

＜332-C地区チャリティーゴルフコンペ予選会＞

　日   時 2019年 4月4日(木)
　場   所 杜の公園ゴルフクラブ
 〒989-1507 宮城県柴田郡川崎町支倉字中峯山18-3
 TEL  0224-84-6100
 担当　副支配人　桜井 雅章 (仙台シティLC)

　参加費 5,000円 (LCIF寄付 2,000円含む)

　プレー費 8,000円 (食事つき)

ミヤギTV『OH！バンデス』で
332-C地区の活動をPR !!

チャリティーゴルフコンペ予選会が開催されます

TOPICS
2019年－2020年度

国際平和ポスターコンクール概要
テーマ「平和の道のり」

＊今年度の国際平和ポスターコンクール332複合地区選考会の
　報告を裏表紙に掲載しています。

次年度は、奮って参加しましょう！

仙台駅前での番組収録風景
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　11月18日（日）名取文化会館において名取ＬＣ結成50周
年記念式典が華々しく開催されました。
　332-C地区内ＬＣは、もちろんの事、新宮ＬＣ（和歌山）、
銚子ＬＣ（千葉）、神崎ＬＣ（千葉）、米沢松川ＬＣ（山形）、
村上ＬＣ（新潟）、上山ＬＣ（山形）、川崎西ＬＣ（神奈川）な
ど、遠方より姉妹友好クラブの参加がありました。
　式典に先立ち、名取北高吹奏楽部のミニコンサートも開
催され若々しい活気ある式典となりました。

名取ＬＣ　幹事　洞口 勝則

　11月24日（土）石巻グランドホテルにおいて石巻めぐみ
野LC CN５周年記念式典を開催しました。 
　安澤国際理事、原田地区ガバナーはじめ、LCメンバー多
数御臨席の下、厳粛かつ盛大に挙行できました。熱き友情
に深く感謝申し上げます。
　又、当日は、上山あららぎLCとの姉妹クラブ締結式も行
われ、二重の喜びでもありました。我々は、この５周年を機
に東日本大震災からの復興を完遂し、安心の未来づくりに
奉仕してまいります。今後共、宜しくお願い致します。 

石巻めぐみ野ＬＣ　会長　齋藤 正美

メガネをリサイクルする理由は？
　未矯正の屈折異常（遠視や近視）のために視力が損なわれている人々
は、推定1億2,000万人にのぼります。そのほとんどは視力の矯正が可
能であり、眼鏡、コンタクトレンズ、または屈折矯正手術によって正常
な視力を取り戻すことができます。眼鏡がなければ、こうした子どもや
大人は学び、働き、より良い生活を送る機会を奪われてしまいます。
　ライオンズとレオは、中古メガネを世界中の子供や大人に提供するこ
とで視力保護に貢献しています。

　

2
0
1
8
年
11
月
27
日
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Charter Night Report

石巻めぐみ野LC 結成5周年名取LC 結成50周年

眼
鏡
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

へ
群
馬
県
か
ら
視
察
に
訪
問

TOPICS

眼鏡リサイクルセンター視察の333-D地区の方々と

送られたリサイクル眼鏡をかけるモンゴルの子どもたち
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　ライオンズ奉仕デーに因み、川俣
ライオンズクラブとの友好の桜付近
の草刈り及び清掃作業を行いまし
た。また来年には綺麗な桜が咲きま
すように…。台風の影響が心配され
ましたが、台風一過の青空の下、1時
間程で無事に作業終了となりました。

　全国のライオンズクラブの事務手
続きを統括されている日本ライオン
ズ事務所を表敬訪問し、常日頃の活
動について菅原事務所長様、濱田次
長様と情報交流を行いました。

　

　医療法人暁宏会・大橋眼科医院院
長であり、332-C地区GST・臓器移植・
糖尿病対策支援委員会委員長である
山口克宏Lにお越しいただき、石巻中
央LC・石巻日和LC合同で「糖尿病講
演会」を開催いたしました。

　朝6時に集合して、住民の皆様と一
緒に住吉公園の清掃をしました。

　10月21日（日）、大河原町観光物産
協会主催のオータムフェスティバル
会場で献血奉仕活動を行いました。
献血をしてくれた方には　卵1パック
とボックスティッシュをプレゼント
しました。

　好天の秋空のもと、大勢の来場者
で賑わいました。当クラブでは露店･
ネコバス運行･募金活動を行ないまし
た。特に人気のネコバス運行は、多
くの親子連れで長蛇の列ができまし
た。子供たちからは募金の協力も頂
きました。

アクティビティレポート

ライオンズ奉仕デー
草刈り及び清掃作業

献血奉仕活動石巻中央LC・石巻日和
LC合同  糖尿病講演会

第30回みやぎの・まつり
参加住吉公園清掃

日本ライオンズ事務所
表敬訪問

日時◎2018年10月8日（月）  15:00～
場所◎南三陸町沼田地区

日時◎2018年10月21日（日）
場所◎オータムフェスティバル会場日時◎2018年10月23日（火） 19:00～

場所◎石巻グランドホテル
参加◎L10名

日時◎2018年10月21日（日）
場所◎榴岡公園（仙台市宮城野区）
参加◎L16名

日時◎2018年11月13日（火）
場所◎住吉公園
参加◎L4名

日時◎2018年10月19日（金）
場所◎日本ライオンズ事務所

南三陸志津川LC
--------------------------------------------
第４R 第２Z

大河原LC
--------------------------------------------
第２R 第１Z

石巻中央LC・石巻日和LC
--------------------------------------------
第４R 第１Z

仙台いわきりLC
--------------------------------------------
第３R 第１Z石巻中央LC

--------------------------------------------
第４R 第１Z 石巻めぐみ野LC

--------------------------------------------
第４R 第１Z
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　姉妹クラブである宇都宮二荒LCと
合同で、石巻市南浜町に桜の木を3本
植樹しました。

　11月4日（日） 10時から15時まで、
ハナトピア岩沼にて「第16回青少年
健全育成チャリティーフリーマー
ケット」を行いました。この日は「ハ
ナトピア岩沼秋の収穫祭」の出店コー
ナーに参加しました。朝8時に集合
し、会場設営を行い、出店者のみな
さんの受付をし、帰り
の掃除までしました。

 

　11月11日（日） 9:00から11:00ま
で、美化ボランティア団体「ごみゼロ
岩沼」様の活動に参加いたしました。
当日は天気にも恵まれ、原田ガバ
ナー始め、８名のライオンが参加し
てクラブの交流にもなりました。「ご
みゼロ岩沼」様は、岩沼LCがアクトと
して毎年行っている「岩沼LCボラン
ティア活動助成金」を交付している団
体です。

　紅葉や銀杏が美しく色づいた金剛
宝山「輪王寺境内」で仙台宮城野LC
は、宮城県立聴覚支援学校寄宿舎 茶
道教室、宮城県立視覚支援学校 茶道
愛好会の生徒及び先生方、輪王寺様
のご協力を得て、第43回清掃奉仕活
動・茶道研修会を開催致しました。
　第43回を数える茶道研修会は例年
より暖かい天候の下で行なわれまし
た。今年は聴覚支援学校と視覚支援
学校の生徒さん同士の自己紹介の場
が見られて、とても温かい雰囲気の
中でお茶を頂きほっこりとしました。
　研修会後には両校を指導している
先生方からのお話があり、今年亡く
なられた樹木希林さんが出演した映

画「日
にちにち

日是
これこうじつ

好日」のお話をされていた
のが印象的でした。

　我が仙台広瀬LCではこれまでの
『ケーキ造りアクト』を一新し、生徒
の自主性を引き出す為、本年は班分
けして『豚汁・芋煮コンテスト』を競
い、表彰すると共にＢＢＱで焼肉を
沢山食べて貰いました。昨年まで静
かだった生徒達が意見を出し合い工
夫を凝らし、晴天の屋外でライオン
と触れ合い笑顔で一緒に楽しい食事
をする事が出来ました。『また来てく
ださいね！』 手を振り見送る輝く瞳
に充実感を覚えた素敵な晩秋のアク
トとなりました。

　

秋晴れの下 ＢＢＱに笑顔と絆
のひとときを満喫！
小百合園アクト大盛会

第16回青少年健全育成
チャリティー
フリーマーケット

美化活動参加

桜の木 植樹

日時◎2018年11月24日（土）
場所◎児童養護施設『小百合園』 （東仙台）

日時◎2018年11月4日（日）
場所◎ハナトピア岩沼

日時◎2018年11月11日（日）

日時◎2018年11月5日（月）
場所◎石巻市南浜町
参加◎L4名、宇都宮二荒LC L9名

仙台広瀬LC
--------------------------------------------
第１R 第２Z

岩沼LC
--------------------------------------------
第２R 第１Z

石巻日和LC
--------------------------------------------
第４R 第１Z

第43回茶道研修会
及び清掃奉仕活動
日時◎2018年11月10日（土）・11日（日）
場所◎輪王寺境内・輪王寺茶室
参加◎L10名、 LL4名
　　　先生・生徒・保護者 28名

仙台宮城野LC
--------------------------------------------
第１R 第３Z
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　船岡駅前ロータリーの「イルミネー
ション」設置、清掃に協力しました。

　仙台萩ライオンズクラブが青少年
健全育成の為、毎年主催している仙
台市小学校サッカー交歓大会の決勝
戦及び3位決定戦が開催されました。
　前日は雪が降り、朝早くから先生
方はじめ関係者の皆様が雪かきに汗
を流されました。当日は快晴の下、
あこがれの地、ユアテックスタジア
ム仙台で子どもたちの元気なプレー
がみられました。決勝戦、3位決定戦
ともＰＫ戦で決着がつく、子どもた
ちの熱気が伝わるすばらしい試合で
した。

【試合結果】
　優勝　　八幡小学校
　準優勝　中山小学校
　３位　　市名坂小学校
　４位　　寺岡小学校

　会員家族・近隣LC・地元警察署の
皆さんを招待し、会員が持ち寄った
品々をオークションにかけ、事業資
金を獲得。子供たちにお菓子を、参
加者にはシクラメンをプレゼントし
ました。獲得資金はLCIF、合同アク
ティビティ基金へ献金の予定です。

　毎年恒例の全国学生クリスマス献
血キャンペーンに参加し、イオン

モール名取にてボランティアの学生
と共に献血の呼掛けを実施しまし
た。クリスマスイブ前日でお忙し
い中、毎年参加されている方やご家
族連れ、学生の方々にも多数ご来場
いただきました。受付人数は138名
で採血者も122名（400ml/119名・
200ml/3名）と過去最高でした。採血
者にはクリスマスケーキを贈呈して
大変喜ばれました。

　1月24日（木） 石巻市立大街道小学
校にて「薬物乱用防止教室」を開催し
ました。

アクティビティレポート

クリスマスチャリティ
家族会
日時◎2018年12月22日（土）

山元LC
--------------------------------------------
第２R 第１Z

全国学生クリスマス
献血キャンペーン
日時◎2018年12月23日（日）
場所◎イオンモール名取
参加◎L7名

仙台瑞鳳LC
--------------------------------------------
第１R 第２Z

第39回仙台市小学校
サッカー交歓大会決勝
戦及び３位決定戦
日時◎2018年12月9日（日） 10:00～
場所◎ユアテックスタジアム仙台
参加◎L15名、選手80名

仙台萩LC
--------------------------------------------
第１R 第２Z

Shibata Fantasy 
Illumination 2018
日時◎2018年11月30日（金）
場所◎船岡駅前

柴田LC
--------------------------------------------
第２R 第１Z

薬物乱用防止教室開催
日時◎2019年1月24日（木）
場所◎石巻市立大街道小学校
参加◎L2名、石巻日和LC1名

石巻中央LC
--------------------------------------------
第４R 第１Z

INFORMATION

アクティビティレポート
の記事をお寄せ下さい
投稿していただいたクラブのアクティビテ
ィ活動の文・写真は、ライオンみやぎと
332-C地区ホームページに掲載されます。
　投稿先▶332-C地区キャビネット事務局
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332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会
出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 2 62,600 0 0 47 49 0 0 49 11 9 12 82.7
仙 台 五 城 1 0 0 0 51 52 0 0 52 17 9 18 66.1
仙 台 い ず み 2 73,600 0 0 42 42 0 0 42 2 0 0 83.3
仙 台 東 1 12,000 0 0 30 32 0 0 32 8 7 7 76.6
仙 台 泉 中 央 1 13,000 0 0 18 18 1 0 19 6 4 4 76.3

2

仙 台 青 葉 1 22,400 1 114 61 61 0 0 61 18 10 15 60.7
仙 台 広 瀬 1 17,600 0 0 21 23 0 0 23 0 0 0 76
仙 台 萩 2 73,500 1 6 50 50 0 0 50 19 10 14 83.3
仙 台 瑞 鳳 1 8,000 0 0 15 15 0 0 15 6 4 4 100
仙 台 杜 1 15,200 0 0 32 33 1 1 33 12 11 13 68.4
仙 台 シ テ ィ 1 24,800 0 0 37 37 0 0 37 10 5 6 53.2
東 北 福 祉 大 学 4 127,100 0 0 50 51 1 1 51 4 0 0 70.7

3
仙 台 エ コ ー 8 450,566 0 0 89 87 0 0 87 37 26 43 61.6
仙 台 宮 城 野 1 11,000 0 0 14 14 0 0 14 0 0 0 73
仙 台 青 雲 1 17,600 1 18 25 27 0 0 27 10 3 4 70.4

　 リ ジ ョ ン 小 計　 28 928,966 3 138 582 591 3 2 592 160 98 140

2

1

名 取 1 111,000 1 3 51 51 0 0 51 7 8 9 33.3
亘 理 0 0 0 0 20 20 0 0 20 6 5 5 50
岩 沼 1 132,090 0 0 23 24 0 0 24 10 10 10 60.7
柴 田 1 2,000 0 0 19 19 1 0 20 4 0 0 41
大 河 原 0 0 0 0 26 24 0 0 24 7 6 6 72.2
丸 森 0 0 0 0 12 12 0 0 12 4 4 4 68.7
山 元 0 0 0 0 26 26 0 0 26 9 8 8 69.4

2

蔵 王 3 0 0 0 26 26 0 0 26 10 6 9 38.4
川 崎 0 0 0 0 31 32 0 2 30 8 8 8 100
白 石 益 岡 0 0 0 0 15 15 0 0 15 6 6 7 100
村 田 0 0 0 0 18 20 0 0 20 4 6 10 100
七 ヶ 宿 0 0 0 0 9 9 0 0 9 3 3 3 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 6 245,090 1 3 276 278 1 2 277 78 70 79

3

1

塩 釜 0 0 1 2 24 24 0 0 24 5 6 9 86.6
多 賀 城 1 111,000 0 0 38 39 0 0 39 9 10 10 74.1
七 ケ 浜 0 0 1 5 19 17 0 0 17 5 4 4 76.9
仙 台 高 砂 1 50,000 0 0 36 39 0 0 39 15 14 17 79.5
仙 台 い わ き り 0 0 0 0 32 32 4 0 36 9 9 9 100
利 府 0 0 0 0 16 6 2 0 8 4 1 3 81.2
仙台ニューポート 0 0 0 0 18 21 0 0 21 4 4 4 100

2
大 和 エ コ ー 1 10,000 0 0 28 28 0 0 28 3 4 4 70.8
塩 釜 中 央 0 0 0 0 10 10 0 0 10 5 4 4 100
富 谷 0 0 0 0 29 30 1 0 31 9 6 8 60

　 リ ジ ョ ン 小 計　 3 171,000 2 7 250 246 7 0 253 68 62 72

4

1

石 巻 1 200,000 0 0 69 75 0 0 75 26 9 10 46.3
東 松 島 0 0 0 0 49 49 0 0 49 14 15 20 74
石 巻 中 央 1 2,810 1 6 22 20 0 0 20 8 4 8 100
女 川 0 0 0 0 11 13 0 0 13 0 0 0 61.5
石 巻 東 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0
石 巻 日 和 0 0 1 13 15 17 0 0 17 6 4 4 100
石 巻 桃 生 1 120,000 0 0 26 25 0 0 25 13 9 12 53.8
石 巻 河 南 0 0 0 0 36 36 0 0 36 14 13 15 100
石 巻 め ぐ み 野 0 0 1 10 40 45 0 0 45 20 10 25 55

2

南 三 陸 志 津 川 0 0 0 0 53 51 2 0 53 17 16 17 100
気 仙 沼 0 0 0 0 80 81 2 0 83 9 3 3 37.9
佐 沼 0 0 0 0 24 25 0 0 25 8 7 9 0
中 田 0 0 0 0 19 19 0 0 19 7 7 7 39.4

　 リ ジ ョ ン 小 計　 3 322,810 3 29 448 456 4 0 460 142 97 130

5

1

古 川 0 0 0 0 51 50 0 0 50 13 11 11 0
鹿 島 台 0 0 0 0 7 7 0 0 7 3 3 3 78.5
小 牛 田 0 0 0 0 4 4 0 0 4 0 0 0 0
涌 谷 0 0 0 0 55 55 0 1 54 20 20 20 0
古 川 古 城 0 0 0 0 10 10 0 0 10 3 3 3 0

2

栗 原 若 柳 0 0 0 0 39 39 0 4 35 10 9 10 55.7
古 川 中 央 0 0 0 0 11 11 0 0 11 3 0 0 40.9
志 波 姫 0 0 0 0 28 27 0 0 27 12 10 10 100
高 清 水 0 0 0 0 17 15 0 0 15 6 5 5 0
築 館 0 0 0 0 21 21 0 0 21 9 6 6 76.6
加 美 1 57,445 1 28 15 15 0 0 15 4 0 0 53.3

　 リ ジ ョ ン 小 計　 1 57,445 1 28 258 254 0 5 249 83 67 68

332-C 合計 41 1,725,311 10 205 1,814 1,825 15 9 1,831 531 394 489

2019年1月度 マンスリー集計表 会員数 1,831名
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2018～2019年度地区ガバナー  L.原田 善征（岩沼LC）

　   ガバナースローガン

「和を以って 心ひとつに We Serve」
～和すれば成り、争えば崩れる～

何事をやるにも同志の精神と融通性、協調によって
諍いを起こさないのが良い。

どんな言い分があっても責め合い、いがみ合ってばかりいたら、
いくら努力しても絶対に叶えられない。

　　 2019年4月21日（日）
　　 会場：岩沼市民会館
  〒989-2427 岩沼市里の杜1-2-45
  ■ JR岩沼駅より徒歩20分
  ■ 仙台東部道路「岩沼IC」より車で約2分
  ■ 無料駐車場有り

　2018年12月11日（火）、ホテルJALシティ仙台に於いて「2018-19年度 国際平和ポ
スターコンテスト332複合地区選考会」が開催されました。332複合地区の応募総数
は4,168点。各地区代表の18点の中から審査会において、今年度のコンテストのテー
マである「思いやりは大切なこと」の表現力
に基づき、最優秀賞１点、優秀賞5点受賞作
品が決定されました。
　審査の結果、最優秀賞に332-D地区（福
島県）の高済沙優さん（12歳：二本松イング
リッシュスクール6年）の作品が選ばれまし
た。高済さんの作品は、国際平和ポ スターコ
ンテスト参加作品として国際協会へ出展す
る事になります。おめでとうございます。

ライオンズクラブ国際協会332-C地区

第65回 地区年次大会

2018-19年度 国際平和ポ スターコンテスト

332複合地区選考会の報告

＊次年度の国際平和ポスターコンクールの案内を本誌14頁に掲載しています。
　次年度は、奮って参加しましょう！

最優秀賞 332-D（福島県） 高済沙優さんの作品


